
『
名
古
屋
大
學
中
國
語
學
文
學
論
集
』
第
29
輯

二
〇
一
五
年
十
二
月

〔
講
演
録
〕
吟
じ
な
が
ら
独
り
行
き
―
郁
達
夫
の
名
古
屋
に
在
り
し
日
々

高

文

軍

一
、

郁
達
夫
と
名
古
屋
、
そ
し
て
名
古
屋
大
学

郁
達
夫
（
本
名
郁
文
。
一
八
九
六
―
一
九
四
五
）
は
、
日
本
留
学
経
験

の
あ
る
中
国
人
作
家
で
あ
る
。
彼
は
、
一
九
一
三
年
（
大
正
二
年
）
に

来
日
、
神
田
正
則
学
校
で
学
ん
だ
後
、
第
一
高
等
学
校
予
科
に
合
格
し

高
等
学
校
へ
の
進
学
準
備
を
行
っ
た
。
そ
の
翌
年
に
は
、
名
古
屋
の
第

八
高
等
学
校
第
三
部
（
医
科
）
に
入
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
九
一
五
年
（
大
正
四
年
）、
郁
達
夫
が
留
学
生
と
し
て
名
古
屋
に
き

た
。
当
時
の
名
古
屋
は
、
人
口
三
七
万
人
、
面
積
は
三
一
・
九
八
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
第
八
高
等
学
校
は
、
名
古
屋
市
外
の
愛
知
郡
呼
続

町
に
位
置
し
て
い
た
。

郁
達
夫
が
留
学
し
た
旧
制
第
八
高
等
学
校
は
、
一
九
〇
八
年
三
月
に

設
立
さ
れ
た
。
一
九
四
五
年
の
空
襲
に
よ
り
校
舎
の
殆
ど
を
焼
失
し
て

し
ま
い
、
現
在
は
建
物
が
残
ら
な
い
。
一
九
四
九
年
五
月
、
学
制
の
変

更
に
よ
り
、
新
制
名
古
屋
大
学
の
教
養
部
の
構
成
母
体
と
な
っ
た
。
一

九
五
〇
年
三
月
、
学
制
改
革
に
よ
り
閉
校
し
、
四
十
二
年
間
の
歴
史
に

終
止
符
を
打
っ
た
。

日
本
に
お
け
る
代
表
的
な
郁
達
夫
研
究
の
き
っ
か
け
も
、
ま
た
ゆ
か

り
の
あ
る
名
古
屋
に
あ
っ
た
。
一
九
五
七
年
十
月
十
九
・
二
十
日
、
当

時
ま
だ
名
古
屋
城
の
城
内
に
あ
っ
た
名
古
屋
大
学
で
、
日
本
中
国
学
会

大
会
が
開
催
さ
れ
た
際
、
当
時
名
古
屋
大
学
文
学
部
講
師
で
あ
っ
た
前

野
直
彬
の
紹
介
で
、
伊
藤
虎
丸
・
稲
葉
昭
二
両
氏
が
、
は
じ
め
て
郁
達

夫
資
料
の
整
理
を
協
力
し
て
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
調
査
作
業

は
、
一
九
六
九
年
の
刊
行
か
ら
、
全
五
冊
に
も
上
っ
た
『
郁
達
夫
資
料
』

（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
叢
刊
）
の
原
点
と
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な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
九
八
年
六
月
三
十
日
、
八
高
創
立
九
十
年
記
念
祭
の
際
に
は
、
八

高
会
に
よ
り
、
名
古
屋
大
学
東
山
キ
ャ
ン
パ
ス
豊
田
講
堂
の
側
に
「
郁

達
夫
文
学
碑
」
が
建
て
ら
れ
た
。

本
年
（
二
〇
一
五
年
）
は
、
郁
達
夫
が
八
高
に
入
学
し
て
百
年
に
あ

た
る
年
で
あ
り
、
改
め
て
、
名
古
屋
留
学
時
の
郁
達
夫
の
軌
跡
に
つ
い

て
ふ
り
か
え
り
た
い
。

二
、

郁
達
夫
―
そ
の
青
春
の
足
跡

二
、
一

留
学
当
時
の
環
境
―
「
沈
淪
」
を
中
心
に

（
1
）

当
時
の
名
古
屋
郊
外
の
田
園
風
景

前
述
し
た
よ
う
に
、
八
高
は
名
古
屋
市
外
に
位
置
し
て
い
た
。
周
囲

に
は
の
ど
か
な
田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い
た
。
一
九
二
一
年
に
名
古
屋

で
の
体
験
を
も
と
に
書
か
れ
た
小
説
「
沈
淪
」
で
は
、
主
人
公
「
彼
」
の

前
途
へ
の
希
望
は
、
名
古
屋
到
着
一
日
目
の
夜
か
ら
、
眼
前
に
広
が
る

景
色
に
よ
っ
て
く
じ
か
れ
た
。

　
…
…
い
ま
Ｎ
市
の
田
舎
に
来
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
彼
の
下
宿

は
孤
立
し
た
一
軒
家
で
、
四
方
ど
こ
に
も
隣
家
は
な
く
、
左
手
の

門
の
外
は
往
来
で
、
前
後
は
み
な
田
圃
、
西
側
は
溜
め
池
、
そ
の

う
え
学
校
が
始
ま
る
ま
で
は
他
の
学
生
も
来
な
い
の
で
、
こ
の
広

い
下
宿
に
客
は
彼
一
人
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
窓
外
の
梧
桐
の
木

は
、
わ
ず
か
な
風
に
も
ざ
わ
ざ
わ
音
を
た
て
る
。
二
階
に
住
ん
で

い
た
の
で
、
梧
桐
の
葉
音
は
彼
の
耳
に
近
か
っ
た
。
彼
は
恐
ろ
し

さ
の
あ
ま
り
、
泣
き
出
さ
ん
ば
か
り
に
な
っ
た
。
都
会
へ
の
郷
愁

（N
ostalgia

）
を
そ
の
と
き
ほ
ど
激
し
く
感
じ
た
こ
と
は
な
い
。

―
「
沈
淪
」

（
1
）

こ
こ
で
描
写
さ
れ
て
い
る
溜
め
池
と
は
、
現
実
に
は
郁
達
夫
の
下
宿

す
ぐ
側
に
あ
っ
た
広
見
ヶ
池
の
こ
と
で
あ
り
、
二
万
五
千
九
百
八
十
七

坪
も
の
広
大
な
面
積
を
有
し
て
い
た

（
2
）

。
こ
の
よ
う
な
侘
し
い
人
里
離
れ

た
田
舎
暮
ら
し
は
、
着
い
た
ば
か
り
の
「
彼
」
に
大
き
な
心
理
的
影
響

を
与
え
た
。

一
方
、
住
み
慣
れ
て
く
る
と
、
同
じ
景
色
で
も
、
見
え
方
は
変
わ
っ

て
く
る
。
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
り
梅
林
（
後
述
）
に
転
居
し
た
の
ち
、
郁

達
夫
は
再
び
広
見
ヶ
池
の
近
く
に
下
宿
し
た
。
一
九
一
六
年
九
月
兄
に

宛
て
た
手
紙
で
は
、
ま
っ
た
く
正
反
対
の
描
写
が
み
え
る
。

　
私
の
部
屋
は
二
階
で
、
南
は
広
見
ヶ
池
に
面
し
て
い
て
、
池
の

水
は
き
れ
い
で
静
ま
り
返
っ
て
お
り
、
秋
の
月
見
は
西
湖
に
劣
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
東
の
方
は
遥
か
に
八
事
山
興
正
寺
を
眺
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め
る
こ
と
が
で
き
、
松
や
杉
の
緑
が
黄
色
の
茅
葺
き
屋
根
と
映
じ

合
い
、
小
春
日
和
に
は
い
つ
も
農
夫
や
牧
夫
が
そ
の
間
を
往
来
す

る
の
が
見
ら
れ
ま
す
。―

『
郁
達
夫
伝
』
兄
郁
曼
陀
へ
の
手
紙
よ
り

（
3
）

地
理
的
な
要
素
は
、
若
き
留
学
生
に
対
す
る
影
響
は
大
き
か
っ
た
だ

ろ
う
と
は
い
え
、
同
じ
環
境
に
住
ん
で
い
て
眼
に
映
る
物
が
時
に
よ
っ

て
こ
れ
ほ
ど
違
う
と
い
う
の
は
、
豊
か
な
感
性
の
持
ち
主
で
あ
り
、
郁

達
夫
の
精
神
構
造
の
複
雑
さ
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
郁
達
夫
の
感
性
の
豊
か
さ
は
、
こ
の
時
期
に
書
い
た
一

連
の
漢
詩
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
四
首
を
紹
介
す
る

（
4
）

。

村
居
雑
詩
五
首
（
一
九
一
五
年
〔
大
正
四
年
〕）

（
5
）

其
三

残
秋
天
気
最
凄
清

残
秋
の
天
気
最
も
凄
清

緩
歩
池
塘
夕
照
明

池
塘
を
緩
歩
す
れ
ば

せ
き
し
よ
う

夕
照
明
ら
か
な
り

看
到
白
雲
帰
岫
後

看
到
す
白
雲
の
し
ゆ
う
岫
に
帰
る
の
後

衡
陽
過
雁
両
三
声

衡
陽
の
過
雁
両
三
声

其
四

労
労
塵
事
幾
時
休

労
労
た
る
塵
事

い
く幾
と
き時

か
や休

ま
ん

溝
水
悠
悠
日
夜
流

溝
水
悠
悠
と
し
て
日
夜
流
る

壟
上
秋
風
香
稲
熟

壟
上
秋
風
香
稲
熟
し

前
人
田
地
後
人
収

前
人
の
田
地
後
人
収
む

名
古
屋
に
来
て
か
ら
二
ヶ
月
後
に
作
ら
れ
た
詩
の
「
残
秋
の
天
気
最

も
凄
清
」
の
句
は
、
気
候
も
心
情
を
も
表
現
し
た
も
の
で
、
秋
の
寂
し

さ
が
詩
人
の
心
情
と
ぴ
っ
た
り
一
致
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

全
篇
に
あ
る
農
村
を
喜
ぶ
心
情
は
、
こ
の
詩
の
主
要
な
旋
律
と
な
っ
て

い
る
。

梅
雨
連
朝
不
霽
昨
過
渓
南
見
秧
已
長
矣
二
首
其
一

（
梅
雨
連
朝

は霽
れ
ず

き
の
う

昨

渓
南
を

す過
ぐ
る
に

な
え秧

の
す
で已

に
長
ず
る
を
見
る
）

（
一
九
一
六
年
〔
大
正
五
年
〕）

（
6
）

草
満
池
塘
水
満
汀

草
は
池
塘
に
満
ち
水
は

な
ぎ
さ

汀
に
満
ち

江
村
五
月
雨
冥
冥

江
村
五
月
雨
冥
冥
た
り

昨
宵
沽
酒
渓
南
去

昨
宵
酒
を
渓
南
に

か沽
い
に

ゆ去
く
に

遠
見
秧
田
一
片
青

遠
く
お
う秧
で
ん田
の
一
片
の
青
き
を
見
る

詩
中
の
「
江
村
五
月
」
は
、
陰
暦
で
あ
り
、
太
陽
暦
の
六
月
梅
雨
の
季

節
を
指
し
て
い
る
。
遠
く
を
望
め
ば
、
五
月
に
植
え
ら
れ
た
稲
が
青
々
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と
育
つ
さ
ま
が
目
に
入
り
、
気
持
ち
の
よ
い
さ
ま
を
詠
っ
て
い
る
。

夜
帰
寓
舎
値
微
雨
口
占
一
絶

（
夜
寓
舎
に
帰
る
に
微
雨
に

あ値
う
一
絶
を

こ
う口
せ
ん占

す
）

一
九
一
六
年
九
月
三
日

湿
雲
遮
路
夜
烏
飛

湿
雲
路
を

さ
え
ぎ

遮
り
夜
烏
飛
ぶ

痩
馬
嘶
風
旅
客
帰

痩
馬
風
に

い
な
な

嘶
き
旅
客
帰
る

細
雨
小
橋
人
独
立

細
雨
小
橋
人
独
り
立
つ

三
更
灯
影
透
林
微

三
更
の
灯
影
林
を

す透
か
し
て

か
す微

か
な
り

こ
の
詩
は
、
兄
郁
曼
陀
に
宛
て
た
手
紙
の
最
後
に
し
た
た
め
た
も
の

で
あ
る
。
一
年
前
の
「
村
居
」
の
詩
に
比
べ
る
と
、
陰
鬱
な
気
分
が
大

い
に
増
し
て
い
る
。
郁
達
夫
本
人
も
、
詩
を
手
紙
に
し
る
し
た
あ
と
に
、

「
覚
有
鬼
気
」
と
の
評
語
を
つ
け
て
い
る

（
7
）

。

こ
の
よ
う
に
、
郁
達
夫
の
名
古
屋
の
住
ま
い
を
詠
ん
だ
詩
に
は
、
田

園
風
景
を
楽
し
ん
で
い
る
も
の
と
、
何
と
も
言
え
ぬ
侘
し
さ
溢
れ
る
も

の
と
が
混
在
し
、
小
説
「
沈
淪
」
に
似
た
特
徴
が
見
て
取
れ
る
。

（
2
）

学
校

　
授
業
の
と
き
は
、
全
ク
ラ
ス
の
学
生
に
か
こ
ま
れ
て
い
な
が
ら
、

彼
は
い
つ
も
孤
独
で
あ
っ
た
。
衆
人
の
中
で
感
じ
る
こ
の
孤
独
は
、

一
人
静
か
な
場
所
に
い
る
と
き
の
孤
独
よ
り
も
、
さ
ら
に
耐
え
が

た
い
も
の
で
あ
っ
た
。
学
友
た
ち
は
と
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
喜
々

と
し
て
先
生
の
講
義
に
耳
を
か
た
む
け
て
い
る
。
た
だ
彼
だ
け
が
、

身
は
教
場
に
あ
り
な
が
ら
、
心
は
浮
雲
の
よ
う
に
と
り
と
め
も
な

い
空
想
に
走
る
の
で
あ
っ
た
。

　
や
っ
と
の
こ
と
で
放
課
の
ベ
ル
が
嗚
る
。
先
生
が
出
て
行
く
と
、

学
友
た
ち
は
互
い
に
笑
い
あ
い
、
談
じ
あ
い
、
春
の
小
鳥
の
よ
う

に
た
わ
む
れ
る
。
た
だ
彼
だ
け
が
眉
を
し
か
め
、
舌
に
は
ま
る
で

千
鈞
の
巨
石
で
も
の
し
か
か
っ
た
よ
う
に
、
黙
り
こ
く
っ
て
い
る
。

彼
と
て
も
学
友
た
ち
が
語
り
か
け
て
く
れ
る
の
を
望
ん
で
い
る
の

だ
が
、
学
友
た
ち
は
め
い
め
い
自
ら
の
楽
し
み
に
余
念
が
な
く
、
彼

の
不
機
嫌
な
顔
を
み
る
と
、
誰
も
み
な
逃
げ
出
し
て
し
ま
う
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
彼
は
、
ま
す
ま
す
学
友
た
ち
を
憎
む
よ
う
に
な
っ
た
。

―
「
沈
淪
」

小
説
「
沈
淪
」
に
お
い
て
は
、
学
校
は
こ
の
よ
う
に
苦
痛
に
耐
え
が

た
い
場
所
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
郁
達
夫
を
知
る
人
々

の
追
想
で
は
、
彼
は
語
学
力
抜
群
の
温
和
・
寡
黙
な
文
学
青
年
で
、
教

授
か
ら
も
級
友
か
ら
も
一
目
置
か
れ
る
存
在
で
あ
っ
た

（
8
）

。

郁
達
夫
の
八
高
で
の
同
級
生
で
あ
っ
た
福
田
武
雄
（
旧
姓
石
谷
）
は
、

俳
号
を
栖
月
と
い
う
。
一
九
七
一
年
に
本
人
の
喜
寿
を
記
念
し
て
第
二
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句
集
『
月
光
』
を
編
ん
だ
。
そ
の
『
月
光
』
に
は
「
郁
達
夫
を
偲
ぶ
」
の

句
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

月
の
露
唐
国
に
良
き
友
あ
り
き

詩
を
談
じ
広
見
ヶ
池
の
月
を
見
き

詩
幾
篇
洞
庭
の
紅
葉
西
湖
の
月

（
9
）

（
3
）

梅
林

小
説
「
沈
淪
」
で
は
、
主
人
公
「
彼
」
が
下
宿
先
の
若
い
娘
の
入
浴

姿
を
覗
き
見
、
ば
れ
た
と
思
い
込
ん
で
、
恥
ず
か
し
さ
の
あ
ま
り
下
宿

を
出
、
彷
徨
う
う
ち
に
「
梅
林
」
と
い
う
場
所
に
辿
り
着
い
た
。

　
両
側
の
高
い
崖
の
と
こ
ろ
を
通
り
抜
け
、
左
手
の
斜
面
に
目
を

や
る
と
、
崖
に
隣
接
す
る
山
の
斜
面
に
姫
垣
が
あ
り
、
何
軒
か
の

茅
屋
を
か
こ
ん
で
い
た
。
茅
屋
の
入
口
に
は
「
香
雪
海
」
と
記
し

た
匾
額
が
か
か
っ
て
い
た
。（
中
略
）
そ
の
曲
が
っ
た
道
を
北
に
向

か
っ
て
斜
面
を
頂
ま
で
登
り
つ
め
る
と
、
ま
る
で
絵
に
描
い
た
よ

う
な
平
地
が
彼
の
眼
前
に
展
開
し
た
。
こ
の
園
は
麓
か
ら
斜
面
を

通
っ
て
山
上
に
か
け
て
広
が
り
、
い
か
に
も
幽
雅
な
た
た
ず
ま
い

で
あ
っ
た
。

　
頂
上
の
平
地
の
西
側
は
千
仭
の
絶
壁
で
、
向
か
い
の
絶
壁
と
相

対
峙
し
て
お
り
、
そ
の
二
つ
の
絶
壁
の
間
に
、
い
ま
彼
が
歩
い
て

図 1: 梅林
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き
た
南
北
に
通
ず
る
道
が
あ
っ
た
。（
中
略
）
花
園
に
は
梅
の
古
木

が
横
た
わ
っ
て
い
た
。
芝
生
の
南
端
、
山
上
の
平
地
が
ま
さ
に
南

に
向
か
っ
て
下
り
よ
う
と
す
る
所
に
、
梅
林
の
由
来
を
記
し
た
石

碑
が
ひ
と
つ
立
っ
て
い
た
。

―
「
沈
淪
」

郁
達
夫
は
、
一
九
一
五
年
秋
に
名
古
屋
に
や
っ
て
き
た
の
ち
、
神
経

衰
弱
に
陥
り
、
同
年
の
冬
、
静
か
な
場
所
を
求
め
て
、
大
喜
梅
林
（
現
在

の
名
古
屋
市
瑞
穂
区
田
光
町
・
大
喜
町
一
帯
）
の
「
晴
雪
園
」
に
引
っ

越
し
、
翌
春
ま
で
住
ん
で
い
た
。
小
説
「
沈
淪
」
に
書
か
れ
た
梅
林
こ

そ
が
、
大
喜
梅
林
で
あ
り
、
ま
た
の
名
を
田
光
梅
林
と
い
い
、
当
時
の

名
古
屋
の
観
光
地
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
梅
林
は
、
一
九
三
九
年
の
田
光

梅
林
遺
跡
・
欠
上
貝
塚
の
考
古
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
そ
の
姿
を
消
し

た
。
後
世
の
人
々
は
、
小
説
か
ら
当
時
の
様
子
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

ま
た
、
こ
の
梅
林
に
つ
い
て
も
郁
達
夫
は
漢
詩
に
詠
み
込
ん
で
い
る
。

晴
雪
園
卜
居
（
晴
雪
園
に
居
を
卜
す
）

（
一
九
一
六
年
〔
大
正
五
年
〕）

（
10
）

元
龍
好
拠
胡
床
臥

元
龍
好
ん
で
胡
床
に
拠
り
て
臥
し

徐
福
真
成
物
外
遊

じ
よ徐
ふ
く福
ま
こ
と

真
に
物
外
の
遊
を
成
す

望
去
河
山
能
小
魯

河
山
を

ぼ
う望
き
よ去

す
れ
ば
能
く
魯
を
小
と
し

夜
来
風
雨
似
行
舟

夜
来
の
風
雨
舟
を

や行
る
に
似
た
り

月
明
梅
影
人
同
痩

月
明
梅
影
人

と
も同

に
や痩

せ

日
夕
潮
声
海
倒
流

日
夕
潮
声
海
倒
流
す

猛
憶
故
園
寥
落
甚

は
げ猛

し
く
憶
う
故
園
の
寥
落
の

は
な
は

甚
だ
し
き
を

煙
花
繚
乱
怯
登
楼

煙
花
繚
乱
た
り
て
楼
に
登
る
を

お
び怯

ゆ

元
龍
は
、
後
漢
の
武
将
陳
登
の
字
。

き
よ許
し汜

が
訪
れ
た
と
き
、
陳
登
は

寝
台
に
横
た
わ
っ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
と
い
う
故
事
と
、
自
分
が
晴
雪
園

で
横
た
わ
っ
て
い
る
姿
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
。

徐
福
は
、
秦
の
始
皇
帝
が
不
老
長
生
の
薬
を
求
め
、
東
の
海
へ
旅
立

た
せ
た
方
士
で
あ
り
、
日
本
に
渡
来
し
た
と
の
伝
説
が
あ
る
た
め
に
引

き
合
い
に
出
し
た
の
だ
ろ
う
。

三
句
目
の
「
小
魯
」
は
、『
孟
子
』
尽
心
上
に
み
え
る
、
孔
子
が
東
の

山
に
登
り
、
魯
の
国
を
小
さ
い
も
の
だ
と
み
な
し
た
と
い
う
故
事
に
ち

な
み
、
自
ら
が
望
む
景
色
の
広
さ
を
表
現
し
て
い
る
。

「
沈
淪
」
に
は
、
梅
林
の
他
に
も
、
当
時
の
名
古
屋
港
、
南
陽
館
な
ど

嘗
て
の
名
勝
地
に
つ
い
て
も
描
写
が
あ
り
、
名
古
屋
の
貴
重
な
歴
史
記

録
と
し
て
の
側
面
も
有
し
て
い
る
。
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図 2: 南陽館

図 3: 南陽館門

終
戦
後
に
、
中
国
文
学
研
究
者
の
何
人
か
が
、「
沈
淪
」
を
名
古
屋
と

の
関
係
か
ら
紹
介
し
て
い
る
。

　
（「
沈
淪
」
の
）
筆
は
き
わ
め
て
幼
く
、
周
氏
（
作
人
）
に
な
ら
っ

て
賞
揚
す
る
ほ
ど
の
作
品
で
は
な
い
の
だ
が
こ
こ
に
み
な
ぎ
る
悲

痛
な
弱
小
意
識
は
、
今
日
の
わ
れ
わ
れ
の
笑
っ
て
す
ご
せ
ぬ
も
の

で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
中
国
新
文
学
初
期
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル

と
も
い
う
べ
き
作
品
が
名
古
屋
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、

名
古
屋
の
人
に
と
っ
て
記
憶
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

岡
崎
俊
夫
「
郁
達
夫
と
名
古
屋
」（
上
・
下
）『
中
京
新
聞
』

一
九
四
七
年
八
月
三
・
四
日
掲
載

　
松
江
と
い
う
町
は
小
泉
八
雲
に
よ
っ
て
世
界
に
知
ら
れ
て
い
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
が
、
同
じ
よ
う
に
外
国
の
文
学
者
に

よ
り
、
名
古
屋
の
町
が
外
国
に
紹
介
せ
ら
れ
た
と
い
う
例
は
ど
ん

な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
欧
米
人
の
こ
と
は
い
ざ
知
ら
ず
、
わ
た
し

の
見
て
い
る
範
囲
内
か
ら
い
う
と
、
た
っ
た
一
人
あ
る
。
そ
れ
は

八
高
に
留
学
し
て
い
た
中
国
の
作
家
郁
達
夫
で
あ
る
。

近
藤
春
雄
「
名
古
屋
と
中
国
作
家
」『
中
部
日
本
新
聞
・
夕
刊
』

一
九
五
〇
年
七
月
十
二
日
掲
載

二
、
二

「
遠
く
　
更
に
遠
く
」
―
「
沈
淪
」
を
離
れ
て

名
古
屋
在
住
の
四
年
間
、
郁
達
夫
は
積
極
的
に
名
古
屋
近
郊
及
び
周

辺
各
地
に
足
を
の
ば
し
、
日
本
の
自
然
山
水
及
び
人
文
的
な
景
観
に
親

し
み
、
感
じ
た
も
の
を
漢
詩
で
詠
み
込
ん
だ
。
彼
は
、
そ
の
漢
詩
を
学

校
の
雑
誌
（
八
高
『
校
友
会
雑
誌
』）
や
地
方
の
新
聞
（『
新
愛
知
』
な

ど
）
に
投
稿
を
は
じ
め
た
。
彼
が
一
生
涯
に
創
っ
た
漢
詩
五
百
九
十
二

首
の
う
ち
、
約
五
分
の
二
を
占
め
る
二
百
二
十
九
首
は
、
こ
の
名
古
屋

滞
在
の
四
年
間
に
詠
ん
だ
も
の
な
の
で
あ
る
。

そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

中
秋
夜
中
村
公
園
賞
月
兼
弔
豊
臣
氏

（
中
秋
の
夜
中
村
公
園
に
て
月
を

め賞
で
兼
ね
て
豊
臣
氏
を

と
ぶ
ら

弔
う
）
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社
鼓
村
謡
処
処
同

社
鼓
村
謡
処
処
同
じ
く

旗
亭
歌
板
舞
衣
風

旗
亭
の
歌
板
舞
衣
の
風

原
注
＝
是
の
日
た
ま適
た
ま々
祭
日
に
逢
う
。
紅
灯
旗
鼓
一
時
の
盛
を
極
む

薄
寒
天
気
秋
剛
半

薄
寒
の
天
気
秋

い
ま剛

し
な
か半

ば
な
り

病
酒
情
懐
月
正
中

病
酒
の
情
懐
月
正
に

ち
ゆ
う

中
す

廃
圃
而
今
鳴
蟋
蟀

廃
圃

い

ま

而
今
蟋
蟀
鳴
き

虚
堂
自
昔
産
英
雄

虚
堂
昔

よ自
り
英
雄
を
産
む

原
注
＝
園
は
豊
臣
秀
吉
の
出
生
地
為
り
。
日
人
之
を

あ
が崇

め
て

ま
つ祀

る

由
来
弔
古
多
餘
慨

由
来
古
え
を

と
ぶ
ら

弔
う
に
餘
慨
多
し

賦
到
滄
桑
句
自
工

滄
桑
を
賦
し
到
り
て
句

お
の
ず
か

自

ら
た
く工

み
な
り

一
九
一
五
年
九
月
二
十
三
日
日
本

（
11
）

こ
の
詩
は
、
郁
達
夫
が
名
古
屋
に
着
い
て
間
も
な
く
作
っ
た
詩
で
あ

る
。
中
村
公
園
は
、
郁
達
夫
の
住
ま
い
か
ら
は
、
名
古
屋
市
を
横
断
し

な
い
と
た
ど
り
つ
け
な
い
場
所
で
あ
る
。
そ
ん
な
中
た
ど
り
着
い
た
場

所
で
は
、
偶
然
に
も
秋
祭
り
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
熱
気
が
詩
人
の
興

趣
を
か
き
た
て
た
。

翌
年
の
春
に
は
、
名
古
屋
の
北
三
十
キ
ロ
ほ
ど
に
位
置
す
る
犬
山
に

花
見
に
で
か
け
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
花
見
に
は
や
や
早
く
、
ま
だ

開
花
は
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
詩
人
の
情
緒
は
、
筆
を
と
ら

図 4: 中村公園

せ
詩
を
作
る
に
い
た
っ
た
。

犬
山
堤
小
歩
見
桜
花
未
開
口
占
二
絶

（
犬
山
堤
に
て
小
歩
し
桜
花
見
る
に
未
だ
開
か
ず
二
絶
を
口
占
す
）

其
一

尋
春
我
愛
著
先
鞭

春
を
尋
ね
て
我
先
鞭
を
著
く
を
愛
し

梢
上
紅
苞
吐
未
全

梢
上
の

あ
か紅

き
苞
は
吐
き
て
未
だ
全
き
な
ら
ず

一
種
銷
魂
誰
解
得

一
種
の

し
よ
う
こ
ん

銷
魂
誰
か
解
し
得
ん

雲
英
三
五
破
瓜
前

雲
英
三
五

は破
か瓜

の
前
に
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図 5: 犬山城

其
二

帰
帆
淼
淼
擁
雲
煙

き帰
は
ん帆
び
よ
う
び
よ
う

淼

淼
と
し
て

う
ん雲
え
ん煙

を
擁
し

江
上
朝
来
霽
色
鮮

江
上
朝
来

さ
い霽

色
鮮
や
か
な
り

東
望
浣
渓
南
白
帝

東
に

か
ん浣
け
い渓

を
望
み
南
に
白
帝
あ
り

此
身
疑
已
到
西
川

此
の
身
已
に
西
川
に
到
る
か
と
疑
う

一
九
一
六
年
四
月
日
本

（
12
）

其
一
に
あ
る
「
三
五
」
は
、
女
子
十
五
歳
を
い
い
、「
雲
英
」
は
、
唐

代
鍾
陵
の
有
名
な
歌
姫
の
名
で
あ
り
、
ま
た
唐
代
裴
鉶
の
小
説
『
伝
奇
・

裴
航
』
に
も
登
場
す
る
若
い
女
性
の
名
前
で
あ
る
。
嫁
入
り
前
の
少
女

と
、
花
開
く
前
の
桜
の
つ
ぼ
み
の
は
っ
と
さ
せ
る
美
し
さ
を
重
ね
合
わ

せ
て
い
る
。

其
二
の
「
西
川
」
は
、
中
国
唐
、
宋
時
代
の
行
政
区
分
で
、
今
の
四
川

省
中
、
西
部
の
一
部
を
指
す
。
西
川
に
は
、「
浣
花
渓
」「
白
帝
城
」
が

あ
り
、
犬
山
城
も
別
名
「
白
帝
城
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
十
日
後
に
は
、
郁
達
夫
は
興
に
乗
じ
て
一
組
の
詩
を
作
っ
た
。

う
ち
一
首
を
紹
介
す
る
。

由
柳
橋
発
車
巡
遊
一
宮
犬
山
道
上
作
三
首
其
一

（
柳
橋
由
り
発
車
し
て
一
宮
犬
山
を
巡
遊
す
る
道
上
に
作
る
）

田
塍
来
往
七
香
車

で
ん
し
よ
う

田
塍
来
往
す
七
香
車

宛
曲
西
行
路
幾
叉

宛
曲
し
て
西
行
す
る
こ
と
路
幾
叉

今
日
始
知
春
気
味

今
日
始
め
て
知
る
春
気
の
味

一
宮
四
月
祭
桃
花

一
宮
の
四
月
桃
花
を
祭
る

一
九
一
六
年
四
月
　
日
本

最
後
の
一
句
に
、
地
名
も
時
間
と
巧
み
に
数
字
を
嵌
め
、
当
時
の
漢

詩
人
ら
に
激
賞
さ
れ
た

（
13
）

。

一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
三
月
、
郁
達
夫
は
、
伊
勢
・
志
摩
方
面

に
足
を
運
ん
で
、
詩
数
首
を
作
っ
た
。
後
に
は
こ
の
体
験
を
も
と
に
小

説
「
風
鈴
」
を
書
い
た
。

　
そ
の
日
彼
は
、
雨
上
が
り
後
に
照
り
つ
け
る
太
陽
の
下
で
、
険
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し
い
岩
石
が
突
き
立
つ
渓
谷
に
沿
っ
て
、
珪
石
の
交
ざ
る
土
道
の

山
路
を
歩
き
登
り
、
温
泉
地
旅
館
の
紅
葉
館
に
着
い
た
時
は
も
う

す
で
に
午
後
の
五
時
を
す
ぎ
た
こ
ろ
だ
っ
た
。

―
「
風
鈴
」

（
14
）

三
月
九
日
に
は
、
湯
の
山
温
泉
に
投
宿
し
た
。
漢
詩
に
は
、
湯
の
山

温
泉
街
の
情
景
を
一
幅
の
山
水
画
の
よ
う
に
描
き
だ
し
て
い
る
。

宿
湯
山
温
泉
（
湯
の
山
温
泉
に
宿
る
）

峰
巒
都
似
緑
雲
鬟

峰
巒

す都
べ
て
似
た
り
緑
の
雲
鬟

一
道
清
渓
曲
又
弯

一
道
の
清
渓
は
曲
り
又
た

ま
が弯

る

日
暮
欲
尋
孤
店
宿

日
暮
れ
て
孤
店
を
尋
ね
て
宿
ら
ん
と
欲
し

斜
風
細
雨
入
湯
山

斜
め
な
る
風
細
か
な
る
雨
湯
の
山
に
入
る

一
九
一
八
年
三
月
九
日
　
日
本

（
15
）

翌
日
に
は
、
郁
達
夫
は
さ
ら
に
南
に
位
置
す
る

あ阿
こ
ぎ漕

浦
に
足
を
の
ば

し
て
い
る
。
郁
達
夫
が
留
学
し
て
い
た
時
点
で
、
阿
漕
浦
は
、
海
水
浴

場
と
し
て
開
発
さ
れ
て
お
り
、
浜
辺
の
松
林
は
多
く
の
観
光
客
を
ひ
き

つ
け
て
い
た
。
今
は
も
う
当
時
の
面
影
を
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

過
漕
浦
天
忽
放
晴
（
漕
浦
を
過
ぎ
天
忽
ち
晴
を
放
つ
）

昨
夜
松
仙
庵
裏
宿

昨
夜
松
仙
庵
の

う
ち裏

に
宿
り

図 6: 伊勢志摩地図
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図 7: 湯の山

今
朝
漕
浦
岸
辺
行

今
朝
漕
浦
の
岸
辺
を
行
く

彼
蒼
似
亦
憐
吟
客

そ彼
ら蒼

は
亦
た
吟
客
を
憐
れ
む
が

ご
と似

く

開
放
南
天
半
角
晴

開
き
放
つ
南
天
半
角
の
晴

原
注
＝
松
仙
庵
は
乃
ち
湯
山
温
泉
の
旅
舎
な
り

一
九
一
八
年
三
月
十
日
　
日
本

こ
の
詩
で
は
、
投
宿
し
た
宿
を
松
仙
庵
と
し
て
い
る
。
湯
の
山
温
泉

に
は
当
時
松
仙
庵
と
い
う
温
泉
旅
館
が
あ
っ
た
が
、
実
際
に
泊
ま
っ
た

の
は
、
紅
葉
屋
（
望
城
閣
）
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
詩
の
表
現
に
、
仙

人
の
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
た
い
が
た
め
に
、
ま
た
詩
の
平
仄
を
整
え
る
た

め
に
、「
松
仙
」
の
語
を
敢
え
て
用
い
て
い
る
。

図 8: 阿漕浦の松

郁
達
夫
は
阿
漕
浦
を
離
れ
、
さ
ら
に
南
、
伊
勢
湾
観
光
の
中
心
地
で

あ
る
鳥
羽
に
ま
で
行
き
、

ひ
よ
り

日
和
山
に
登
っ
た
。

登
日
和
山
口
占
一
絶
（
日
和
山
に
登
り
て
一
絶
を
口
占
す
）

伊
勢
湾
頭
水
拍
天

伊
勢
の
湾
頭
水
天
を
拍
ち

日
和
山
下
女
如
泉

日
和
山
の
下
女
泉
の
如
し

嬉
春
我
学
揚
州
杜

嬉
春
我
学
ぶ
揚
州
の
杜

題
尽
西
川
十
万
箋

題
を
尽
す
西
川
十
万
箋

一
九
一
八
年
三
月
十
日
　
日
本

日
和
山
の
上
か
ら
、
伊
勢
湾
に
賑
わ
う
（
女
性
）
観
光
客
の
姿
を
眺

– 11 –



め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
揚
州
の
杜
と
は
、
淮
南
節
度
使
牛
僧
孺
の
も
と

揚
州
で
書
記
を
勤
め
た
晩
唐
の
詩
人
杜
牧
を
指
す
。
西
川
箋
と
は
、
唐

代
西
川
に
い
た
著
名
な
妓
女
薜
濤
が
作
っ
た
詩
箋
の
こ
と
。
ま
た
、
蘇

軾
に
は
「
恰
似
西
川
杜
工
部
」
の
句
が
あ
り
、
杜
甫
の
多
作
を
倣
お
う

の
意
も
含
ま
れ
る
。

そ
の
後
、
郁
達
夫
は
、
翌
月
の
春
休
み
に
は
京
都
嵐
山
や
岐
阜
の
養

老
山
に
足
を
運
ん
で
い
る
。

偕
某
某
登
嵐
山
〈
又
題
登
大
悲
閣
聞
友
人
情
話
有
作
〉

（
某
某
と

と
も偕

に
嵐
山
に
登
る

〈
又
題
大
悲
閣
に
登
り
て
友
人
の
情
話
を
聞
き
て
作
有
り
〉）

不
怨
開
遅
怨
落
遅

開
遅
を
怨
み
ず
落
遅
を
怨
む

看
花
人
正
病
相
思

花
を
看
る
人
正
に
病
み
て
相
思
う

可
憐
逼
近
中
年
作

憐
れ
む
可
し
逼
近
す
る
中
年
の
作

都
是
傷
心
小
杜
詩

都
て
是
れ
傷
心
な
る
は
小
杜
の
詩

煙
景
又
当
三
月
暮

煙
景
又
た
当
る
三
月
の
暮

多
情
虚
負
五
年
知

多
情
虚
し
く
負
う
五
年
の
知

原
注
＝
某
と
訂
交
す
る
こ
と
已
に
五
載
に
及
ぶ

嵐
山
倘
有
閑
田
地

嵐
山

な倘
お
有
り
閑
か
な
る
田
地

願
向
叢
林
借
一
枝

願
わ
く
は
叢
林
に
向
か
い
て
一
枝
を
借
り
ん

図 9: 京都嵐山 大悲閣千光寺へと続く山道

右側の石に「大悲閣道」と記している

一
九
一
八
年
四
月
三
日
　
日
本

養
老
山
中
作
（
養
老
山
中
に
て
作
る
）

又
是
三
春
行
楽
日

又
た
是
れ
三
春
行
楽
の
日

西
園
飛
蓋
夜
遨
游

西
の
園
に
蓋
を
飛
ば
し
夜
遨
游
す

携
将
孝
子
承
歓
酒

携
え

ゆ将
く
孝
子
歓
を
承
く
る
の
酒

来
上
詞
人
酔
月
楼

来
た
り
上
る
詞
人
月
に
酔
う
の
楼

高
嶺
有
峰
皆
北
向

高
き
嶺
は
峰
を

も有
ち
て
皆
北
向
す

清
渓
無
水
不
南
流

清
き
渓
は
水
の
南
流
せ
ざ
る
は
な
し
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題
詩
大
得
山
霊
助

詩
を
題
す
る
に
大
い
に
得
た
り
山
霊
の
助

吟
到
更
深
興
未
収

吟
じ
つ
つ

こ
う更

深
き
に
到
れ
ど
も
興
未
だ
収
ま

ら
ず

一
九
一
八
年
四
月
　
日
本

（
16
）

小
説
「
沈
淪
」
よ
り
も
何
年
か
先
行
し
て
書
か
れ
た
多
く
の
漢
詩
は
、

郁
達
夫
の
文
学
創
作
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
郁
達
夫
研
究
の

先
行
者
で
あ
る
稲
葉
昭
二
は
、「
こ
の
い
わ
ば
修
業
時
代
の
詩
篇
を
知
る

こ
と
に
よ
り
、
か
れ
の
内
面
の
成
長
の
様
相
を
探
る
こ
と
が
「
沈
淪
」
の

理
解
を
よ
り
深
め
る
一
助
と
も
な
り
、
又
後
年
小
説
か
ら
遊
記
に
転
じ

て
い
っ
た
か
れ
の
道
程
の
跡
づ
け
を
よ
り
鮮
明
に
し
得
る
こ
と
に
も
な

ろ
う
」
と
指
摘
す
る

（
17
）

。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
の
が
現
実
で
あ
る
。
文
学
者
で
あ
る
郁
達
夫
を
全
面
的
に
理
解

す
る
た
め
に
も
、
彼
の
日
本
文
化
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
ひ
い
て
は
、

日
本
の
名
勝
地
の
詠
み
方
に
つ
い
て
、
改
め
て
光
を
当
て
る
意
義
が
大

い
に
あ
る
だ
ろ
う
。

二
、
三

「
半
尋
知
己
半
尋
春
五
里
東
風
十
里
塵
」

―
日
本
の
文
人
と
の
交
流
、
友
情

服
部
担
風
は
、
名
高
い
漢
詩
人
で
あ
り
、『
新
愛
知
』
漢
詩
欄
の
選
評

者
で
あ
っ
た
。
郁
達
夫
が
投
稿
し
た
「
犬
山
堤
」
の
詩
を
担
風
が
絶
賛

図 10: 服部担風像

し
た
こ
と
も
あ
り
、
一
九
一
六
年
暮
春
、
郁
達
夫
は
は
じ
め
て
弥
富
の

地
へ
行
き
、
服
部
担
風
の
も
と
を
訪
れ
た
。

帰
っ
て
の
ち
、「
訪
担
風
先
生
道
上
偶
成
」
の
詩
を
書
き
、
担
風
は
次

韻
詩
を
作
っ
た
。

郁
達
夫
訪
担
風
先
生
道
上
偶
成

（
担
風
先
生
を
訪
れ
道
の
べ
に

た
ま
た
ま

偶

成
る
）

（
18
）

行
尽
西
郊
更
向
東

西
郊
を
行
き
尽
き
し
て
更
に
東
に
向
か
う

雲
山
遥
望
合
還
通

雲
山
遥
か
に
望
む
合
し
還
た
通
ず
る
を

過
橋
知
入
詞
人
里

橋
を
過
ぎ
て
詞
人
の
里
に
入
る
を
知
る

到
処
村
童
説
担
風

到
る
処
の
村
童
担
風
を
説
く
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服
部
担
風
予
有
次
韻
詩
録
代
評
語
担
風
学
人
手
批

（
予
に
次
韻
詩
有
り
録
し
て
評
語
に
代
う担

風
学
人
手
づ
か
ら
批
す
）

弱
冠
欽
君
来
海
東

弱
冠
に
し
て
君
が
海
東
に
来
た
る
を
欽
し

相
逢
最
喜
語
音
通

相
逢
う
て
最
も
喜
ぶ
語
音
通
ず
る
を

落
花
水
榭
春
之
暮

落
花
水
榭
春
の
暮

話
自
家
風
及
国
風

話
は
家
風

よ自
り
国
風
に
及
ぶ
　

そ
の
翌
月
、
郁
達
夫
は
「
日
本
謡
」
と
い
う
七
言
絶
句
の
連
作
を
『
新

愛
知
』
に
投
稿
し
、
六
月
二
十
六
日
付
け
の
紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
。
担

風
は
「
日
本
謠
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
評
語
を
つ
け
て
い
る
。

　
郁
君
達
夫
留
学
吾
邦
猶
未
出
一
二
年
、
而
此
方
文
物
事
情
、
幾
乎

無
不
精
通
焉
。
自
非
才
識
軼
群
、
断
断
不
能
。
日
本
謡
諸
作
、
奇

想
妙
喩
、
信
手
拈
出
。
絶
無
矮
人
観
場
之
憾
、
轉
有
長
爪
爬
痒
之

快
。
一
唱
三
歎
、
舌
撟
不
下
。

　
郁
君
達
夫
は
吾
が
邦
に
留
学
し
て
な
お
未
だ
一
二
年
を
出
で
ず
、

し
か
し
て
此
の
方
の
文
物
事
情
は
、
ほ
と
ん
ど
精
通
せ
ざ
る
な
し
。

自
ら
才
識

い
つ軼

群
に
非
ざ
れ
ば
、
断
断
と
し
て
能
わ
ず
。
日
本
謡
の

諸
作
は
、
奇
想
妙
喩
、
手
に

ま
か信

せ
て

ね
ん拈

出
す
。
絶
え
て
矮
人
観
場

の
う
ら
み

憾
な
く
、

う
た転

た
長
爪
爬
痒
の
快
あ
り
。
一
唱
三
歎
、
舌

あ撟
が
り

て
下
ら
ず

（
19
）

。

　
そ
の
後
、
二
人
は
、
漢
詩
の
や
り
と
り
を
し
ば
ら
く
続
け
た
。

一
九
一
八
年
四
月
六
日
、
郁
達
夫
は
再
び
担
風
の
も
と
を
訪
れ
、
詩

を
作
っ
た
。

郁
達
夫
重
訪
藍
亭
有
贈
（
重
ね
て
藍
亭
を
訪
れ
贈
る
有
り
）

（
20
）

一
向
山
陰
訪
戴
来

一
た
び
山
陰
に

お向
い
て
戴
を
訪
れ
来
た
る

詞
人
居
里
正
花
開

詞
人
の
居
里
正
に
花
開
く

去
年
今
日
題
詩
処

去
年
の
今
日
詩
を
題
せ
し
処

記
得
清
遊
第
二
回

記
し
得
た
り
清
遊
第
二
回
　

藍
亭
は
担
風
の
書
斎
名
。
詩
の
中
で
は
、
晋
の
王
子
猷
が
雪
の
中

た
い戴

き逵
を
訪
れ
た
典
故
を
用
い
て
、
自
分
と
担
風
と
の
友
情
が
深
い
こ
と
を

あ
ら
わ
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
も
担
風
は
、
次
韻
詩
を
作
っ
て
い
る
。

服
部
担
風
四
月
六
日
郁
達
夫
来
過
有
詩
即
次
其
韻

（
四
月
六
日
郁
達
夫
来
た
り
過
ぐ
詩
有
り
即
ち
其
の
韻
に
次
す
）

禊
橋
村
路
客
重
来

禊
橋
村
路
客
重
ね
て
来
た
る

紅
葯
紫
藤
随
処
開

紅
葯
紫
藤
随
処
に
開
く

欲
問
江
南
詩
句
好

問
わ
ん
と
欲
す
江
南
の
詩
句
の

よ好
き
を

– 14 –



図 11: 日本謡（節録）パネル

図 12: 禊橋

三
生
君
是
賀
方
回

三
生
君
は
是
れ
賀
方
回
　

禊
橋
は
、
担
風
の
住
ま
い
の
近
く
の
川
に
か
か
っ
て
い
た
橋
の
名
前

で
あ
り
、
そ
の
橋
柱
の
字
は
、
担
風
の
揮
毫
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
詩
は
、
は
る
に
客
人
が
訪
れ
た
景
色
の
美
し
さ
と
喜
ば
し
い
気
持
ち

を
詠
み
込
む
の
み
な
ら
ず
、
郁
達
夫
へ
の
高
い
評
価
が
行
わ
れ
て
い
る
。

末
尾
の
賀
方
回
と
は
、
宋
の
有
名
な
詞
人
賀
鋳
を
字
で
呼
ん
だ
も
の
で

あ
り
、
そ
の
詞
風
は
、「
幽
索
（
ひ
っ
そ
り
と
し
て
孤
独
）」
で
か
つ
「
悲

壮
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
担
風
は
郁
達
夫
の
こ
と
を
、
賀
方
回
が

転
生
し
た
の
だ
と
褒
め
称
え
る
。

前
回
の
訪
問
と
同
様
に
、
担
風
は
、
郁
達
夫
を
弥
富
の
駅
ま
で
見
送
っ
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た
。
感
激
し
た
郁
達
夫
は
、
そ
れ
を
七
言
律
詩
に
あ
ら
わ
し
た
。

辞
祭
花
庵
蒙
藍
亭
遠
送
至
旗
亭
上
車
後
作
此
謝
之
　
　

（
祭
花
庵
を
辞
す
る
に
藍
亭
の
遠
送
を
蒙
っ
て
旗
亭
に
至
る

車
に
上
る
の
後
此
を
作
り
之
に
謝
す
）

半
尋
知
己
半
尋
春

半
ば
は
知
己
を
尋
ね
半
ば
は
春
を
尋
ぬ

五
里
東
風
十
里
塵

五
里
は
東
風
十
里
は
塵

楊
柳
旗
亭
労
蝋
屐

楊
柳
の
旗
亭
に
蝋
屐
を
労
す

青
山
紅
豆
羡
閑
身

青
山
紅
豆
閑
身
を
羨
む

閉
門
覓
句
難
除
癖

門
を
閉
ざ
し
て
句
を

も
と覓

め
癖
除
き
難
し

屈
節
論
交
別
有
真

節
を
屈
し
て
交
り
を
論
ず
る
は
別
し
て
真
有
り

説
項
深
恩
何
日
報

項
を
説
く
の
深
き
恩
は
何
れ
の
日
に
か
報
い
ん

仲
宣
猶
是
未
帰
人

仲
宣
は
猶
お
是
れ
未
だ
帰
ら
ざ
る
の
人
　

祭
花
庵
は
、
担
風
の
書
院
の
名
で
あ
り
、
詩
題
中
の
藍
亭
は
、
書
斎

名
を
用
い
て
担
風
を
指
し
て
い
る
。
旗
亭
は
、
本
来
の
意
味
は
、
酒
楼

だ
が
、
こ
こ
で
は
、
弥
富
駅
前
に
あ
っ
た
「
聚
芳
閣
」
と
い
う
料
理
屋
を

指
す
の
で
は
な
い
か
と
い
う

（
21
）

。
担
風
は
そ
こ
で
し
ば
し
ば
詩
会
を
行
っ

て
い
た
。

唐
の
楊
敬
之
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
項
斯
の
詩
才
を
褒
め
称
え
た
よ

う
に
、
担
風
は
自
分
を
評
価
し
て
く
れ
た
と
す
る
。
末
句
の
仲
宣
は
、

後
漢
末
建
安
七
子
の
一
人
王
粲
の
字
。
王
粲
が
戦
乱
で
故
郷
に
帰
れ
な

か
っ
た
様
を
異
国
に
い
る
自
分
に
擬
え
て
い
る
。

担
風
は
、
次
韻
詩
一
首
を
賦
し
た
あ
と
、
も
う
一
首
畳
韻
詩
を
作
っ

た
。
こ
の
面
会
の
時
、
郁
達
夫
が
、
昨
年
中
国
に
帰
省
し
た
と
き
の
あ

れ
こ
れ
を
語
っ
た
の
に
興
味
が
湧
い
た
こ
と
を
し
る
す
。

畳
韻
寄
達
夫
　
達
夫
為
余
説
西
湖
之
勝
景
詳

（
畳
韻
し
て
達
夫
に
寄
す
　

達
夫
余
の
た
め
に
西
湖
の
勝
景
を
説
く
と
こ
詳
ら
か
な
り
）

公
然
放
学
賦
嬉
春

公
然
学
を
放
ち
て
嬉
春
を
賦
す

襆
被
也
追
亭
駅
塵

ぼ
く襆
ひ被

ま
た
追
う
亭
駅
の
塵

崔
護
映
紅
尋
故
面

崔
護
は
紅
を
映
し
て
故
面
を
尋
ね

樊
川
傷
緑
憶
前
身

は
ん樊
せ
ん川

は
緑
を
傷
ん
で
前
身
を
憶
う

煙
波
南
浦
程
非
遠

煙
波
南
浦

み
ち
の
り

程

は
遠
き
に
非
ず

風
月
西
湖
話
始
真

風
月
西
湖
話
始
め
て
真
な
り

交
態
忘
年
久
傾
倒

交
態
は
忘
年
久
し
く
傾
倒
す

莫
言
瀛
海
絶
無
人

言
う
莫
れ

え
い瀛

海
に
絶
え
て
人
な
し
と
　

三
・
四
句
目
は
そ
れ
ぞ
れ
郁
達
夫
を
唐
の
詩
人
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。

崔
護
に
は
「
去
年
の
今
日
此
の
門
の
中
、
人
面
桃
花
双
つ
な
が
ら
紅
を

映
ず
（
去
年
今
日
此
門
中
、
人
面
桃
花
双
映
紅
）」
と
い
う
句
が
あ
り
、
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樊
川
（
杜
牧
の
字
）
が
行
く
春
を
惜
し
ん
だ
。
こ
の
詩
は
、
よ
り
い
っ

そ
う
日
本
の
文
人
の
中
国
及
び
中
国
文
化
へ
の
賞
賛
と
、
郁
達
夫
へ
の

称
揚
が
読
み
取
れ
る
。

一
九
一
九
年
、
郁
達
夫
は
、
八
高
卒
業
に
伴
い
名
古
屋
を
離
れ
る
こ
と

と
な
り
、
担
風
に
別
れ
の
詩
を
寄
せ
、
担
風
も
留
別
の
詩
に
次
韻
し
た
。

服
部
担
風
送
郁
達
夫
文
次
其
留
別
詩
韻

（
郁
達
夫
文
を
送
り
其
の
留
別
の
詩
の
韻
に
次
す
）

君
去
何
之
某
在
斯

君
は
去
り
て

い
ず
く

何
に
か

ゆ之
く
某
は

こ
こ斯

に
在
り

青
衿
白
首
両
相
知

青
衿
と
白
首
と

ふ
た
つ

両
な
が
ら
相
知
る

春
風
不
解
繋
離
緒

春
風
は
解
せ
ず
離
緒
を
繋
ぐ
を

吹
乱
城
中
万
柳
絲

吹
き
乱
す
城
中
万
柳
の
絲
　

担
風
は
、
ま
た
、
別
れ
際
梅
花
の
絵
を
描
き
、
詩
を
し
る
し
て
郁
達

夫
に
贈
っ
た
。
こ
の
日
中
文
人
の
友
情
と
交
流
の
象
徴
と
し
て
の
絵
は
、

い
ま
現
在
も
郁
の
実
家
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

郁
達
夫
が
、
最
後
に
担
風
に
送
っ
た
詩
が
次
の
も
の
で
あ
る
。
贈
ら

れ
た
梅
花
の
絵
を
詠
み
込
む
。

郁
達
夫
送
担
風
（
担
風
を
送
る
）

（
22
）

春
風
南
浦
黯
銷
魂

春
風
南
浦

あ
ん黯

と
し
て

た
ま
し
い

魂

を
け銷

す

図 13: 担風書翰

話
別
来
敲
夜
半
門

別
れ
を

か
た話

ら
ん
と
来
た
り
て

た
た敲

く
夜
半
の
門

贈
我
梅
花
清
幾
許

我
に
贈
る
梅
花
清
き
こ
と

い
く幾
ば
く許

ぞ

此
生
難
報
丈
人
恩

此
の
生
報
じ
難
し
丈
人
の
恩

一
九
一
九
年
二
月
二
十
五
日
　
日
本

三
、

ま
と
め

郁
達
夫
の
名
古
屋
留
学
時
代
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
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図 14: 服部担風絵

一
、「
沈
淪
」
は
、
郁
達
夫
八
高
留
学
時
代
と
イ
コ
ー
ル
で
は
な
い
、
ま

た
全
て
で
は
な
い
。

二
、
名
古
屋
に
お
け
る
四
年
間
、
郁
達
夫
は
日
本
の
文
化
、
日
本
の
自

然
山
水
に
親
し
み
、
感
受
性
が
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
、
そ
の
後
の
文
学
創
作

の
礎
を
築
い
た
。

三
、
元
々
の
文
人
気
質
と
詩
人
性
に
よ
り
、
精
彩
を
放
つ
多
く
の
漢
詩

（
生
涯
に
創
作
し
た
約
五
分
の
二
）
を
こ
の
四
年
間
に
書
き
上
げ
た
。

四
、
服
部
担
風
を
は
じ
め
、
日
本
の
文
人
と
の
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ

た
こ
と
は
、
中
国
人
留
学
生
に
あ
っ
て
稀
な
こ
と
で
あ
り
、
魯
迅
と
藤

野
先
生
と
の
関
係
を
超
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

注

(

1)

引
用
の
訳
文
は
、『
現
代
中
国
文
学
　
六
　
郁
達
夫
　
曹
禺
』
所
収
の
「
沈

淪
」（
駒
田
信
二
・
植
田
渥
雄
訳
）
河
出
書
房
新
社
、
昭
和
四
十
六
年
十
二

月
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。

(

2)

斉
藤
亮
「
郁
達
夫
『
沈
淪
』
考
―
『
名
古
屋
の
小
説
』
覚
え
書
（
二
）」（
名

古
屋
郷
土
文
化
会
『
郷
土
文
化
』
第
四
一
巻
第
二
・
三
号
、
一
九
八
六
年

十
二
月
）
に
よ
る
。

(

3)

稲
葉
昭
二
『
郁
達
夫
　
そ
の
青
春
と
詩
』
東
方
書
店
、
一
九
八
二
年
四
月

の
訳
に
よ
る
。

(
4)

本
稿
で
紹
介
す
る
漢
詩
の
訓
読
は
、
服
部
担
風
と
の
唱
和
詩
を
の
ぞ
き
、
私

的
に
青
木
五
郎
に
依
頼
し
訓
読
し
て
も
ら
っ
た
の
を
元
と
し
て
い
る
。

(

5)
『
校
友
会
雑
誌
』
第
十
六
号
、
第
八
高
等
学
校
校
友
会
、
大
正
四
年
十
一

月
。「
春
江
釣
徒
」
の
筆
名
で
発
表
。

(

6)

一
九
一
六
年
六
月
四
日
上
海
「
神
州
日
報
・
文
芸
倶
楽
部
・
文
苑
」
掲
載
。

(

7)

一
九
一
六
年
兄
郁
曼
陀
へ
の
手
紙
よ
り
。『
郁
達
夫
全
集
』
浙
江
大
学
出
版

社
二
〇
〇
七
年
十
一
月
。
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(

8)
曾
谷
道
子
「
日
本
留
学
時
代
の
郁
達
夫
―
八
高
・
東
大
同
期
生
よ
り
の
聞

き
書
き
―
」（『
魯
迅
研
究
』
第
三
二
号
、
一
九
六
三
年
十
月
）
に
よ
る
。

(

9)

注
（
3
）
前
掲
稲
葉
著
、
一
九
八
頁
。

(

10)

注
（
5
）
前
掲
雑
誌
、
第
十
七
号
、
大
正
五
年
五
月
。

(

11)

注
（
5
）
前
掲
雑
誌
、
同
号
。

(

12)

大
正
五
年
五
月
三
日
『
新
愛
知
』
第
八
九
一
七
号
。
こ
れ
は
、
郁
達
夫
初

の
地
方
新
聞
へ
の
投
稿
詩
と
な
る
。

(

13)

大
正
五
年
五
月
十
四
日
『
新
愛
知
』
第
八
九
廿
八
号
。
注
（
3
）
前
掲
稲

葉
著
、
一
五
〇
頁
。

(

14)

「
風
鈴
」
は
日
本
語
訳
な
し
。
こ
の
訳
文
は
、
李
香
善
に
よ
る
。

(

15)

大
正
七
年
五
月
廿
三
日
『
新
愛
知
』
第
九
六
四
三
号
。
次
の
詩
も
同
号
掲
載
。

(

16)

大
正
七
年
四
月
十
二
日
『
新
愛
知
』
第
九
六
百
二
号
。
訓
読
は
稲
葉
昭
二

「
郁
文
詩
―
第
八
高
等
学
校
時
代
―
」（『
龍
谷
大
学
論
集
』
第
三
八
九
・
三

九
〇
合
刊
、
一
九
六
九
年
五
月
）
に
よ
る
。

(

17)

注
（
16
）
前
掲
稲
葉
論
文
に
よ
る
。

(

18)

大
正
五
年
六
月
十
四
日
『
新
愛
知
』
第
八
九
五
九
号
。
服
部
担
風
と
唱
和

し
た
詩
の
訓
読
は
、
注
（
3
）
前
掲
稲
葉
著
に
あ
る
も
の
を
元
に
し
た
。

(

19)

「
日
本
謡
」
は
、『
校
友
会
雑
誌
』
第
十
九
号
、
大
正
六
年
三
月
に
も
、
評

語
つ
き
で
順
不
同
で
掲
載
さ
れ
た
。
評
語
の
書
き
下
し
文
は
注
（
3
）
前

掲
稲
葉
著
を
元
に
し
た
。

(

20)

大
正
七
年
五
月
廿
二
日
『
新
愛
知
』
第
九
六
四
二
号
。
次
の
「
辞
祭
花
庵
」

も
同
号
掲
載
。

(

21)

稲
葉
昭
二
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

(

22)

唱
和
詩
の
う
ち
、
こ
れ
の
み
青
木
五
郎
の
訓
読
に
よ
る
。
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叢
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献
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中
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催
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で
あ
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